
令和 8 年 2 月 13 日（金）  

北野高校 学校運営協議会 

 令和７年度 第 3 回北野高等学校運営協議会議事録  

 

１．日時 令和 8 年 2 月 13 日（金）15:40～16:40  

２．場所 校長室  

３．出席者  

【委員】  

（PTA 会長）  

（大阪大学量子情報量子生命研究センター特任教授）  

（京大大学大学院教授）  

（六稜同窓会事務局長）  

（六稜同窓会学年理事）  

（大阪市立新北野中学校 校長）  

【事務局】  

（校長）  

（教頭）  

（事務長）  

（首席）  

（首席）  

（教務部主任）  

（進路部主任）  

（指導部主任）  

（記録）  

（記録）  

４．議事次第  

（ア）校長挨拶  

（イ）校長から、学校経営計画について  

（ウ）教頭から、授業アンケートについて 

（エ）進路部から、共通テストの結果について  

（オ）首席から、学校教育自己診断について 

（カ）協議・意見交流  

５．議事の経過（敬称略）  

（ア）校長挨拶  

今年度で任期が満了する。 

本日は授業アンケートや学校教育自己診断で見えてきた現状を伝える。  

（イ）学校経営計画について  

【校長】  
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・本年度はほとんどの項目で肯定的な回答が増えている。  

・校長が本年度で任期満了することもあり、学校経営計画は令和 7 年度分とほとんど同 

じ。  

 

（ウ）授業アンケートについて  

【教頭】  

・昨年度と本年度を比較して、ほとんどの項目で肯定的な回答が得られた。 

・教員の創意工夫により、生徒の満足度が高いと考えられる。  

・２年生では少し下がっているが、この学年は厳しい評価が例年多い。 

 

（エ）共通テストの結果について  

【進路部】  

・本校の平均点は、文系 800.9 点、理系 795.9 点。全国平均と同じように、30 点程度平

均が下がっているが、他校でも同様である。その中でも本校の生徒はよく頑張った。  

・推薦入試では、現役 11 名合格（内、京都大学 5 名） 

 

（オ）学校教育自己診断について 

【首席】  

・生徒は全ての項目で肯定的な解答が増えた。特に「学校へ行くのが楽しい」という項目

は、過去 5 年で最高値。教職員共々、これからも頑張っていこうと思う。 

・下がった項目は「学校の設備に満足できるか」「家庭のことが話題になるか」という項

目。ロッカーを大きくしてほしい等の要望があるが、スペースや予算の問題で難しい。 

・対応について解答したものは保護者向けに配布する。 

・教職員向けのアンケートでも、肯定的な解答が多かった。 

・総括として、教職員も生徒も教育活動に前向きであり、相乗効果が生まれている。 

 

（カ）協議・意見交流  

【阪大特任教授】  

・2 年生で下がっている理由を探ってもよいかもしれない。統計分析すべき。変化に留意

して見るとよいのではないか。  

【京大教授】  

・アンケートでは全てが良い方向に向かっているが、いずれ下がる時もくるだろうから、

長く見続けて判断すべき。  

【同窓会理事】  

・同じ生徒で見ると、２年生の中でも上がっている。教科など細分化して分析すべき。可

視化したときに変化が見られるところを重点的に。  
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・生徒が「学校行くのが楽しい」と回答しているのはよいこと。教職員と生徒の関係も良

好である証拠であろう。 

【PTA 会長】  

・共通テストや考査等、平均すると分布が見えてこない。できる子とできない子の差が大

きいように感じる。  

・共通テストでは、時計を忘れたり、問題を間違えたり、色々な子がいた。そのような生

徒がいたことが少し不安。 

・PTA では、発信してきたことが受け入れられているように感じる。特に防災について

は、家庭から発信されているのであれば、やってきたことの意義があると思う。 

【校長】  

・授業アンケートでは、生徒が授業にどのような印象を持っているのかを調べる。成果に

表れているかを見るには、共通テストや考査の結果に表れるので、そこを評価すべき。 

・今の共通テストの形になってから、北野高校と他の高校との差が開いている。暗記だけ

では対応できないことが理由として考えられる。 

・学校としてはアンケートの結果を踏まえ、総合的に判断したい。 

・授業アンケートの評価が高いのは本校特有。本校の教員の授業力は高い。 

【阪大教授】 

・「情報」の科目で力を発揮している。以前から改善された結果だと思う。 

【進路部】 

・共通テストでも出願がオンライン化している。紙でなくなったことによる弊害として、

ミスが増えている。現物を見られない分、指導がしにくい。 

・出願状況としては東京大学 14 名、京都大学 125 名、 大阪大学 87 名、神戸大学 27 名 

 

6．その他  

学校への意見書の提出はなし  

本年度で委員の任期が満了 


